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平

野

修

世
親

は
第

三
光
明
地
を
註
釈
す
る
に
あ

た
つ
て
四

つ
の
観
点
を
た
て
る
。

(
a
)
離
欲

の
行

を
生
起
す
る

こ
と

(
起
厭
行
分
)
(
b
)
離
欲

の
行

(
厭
行
分
)

(
c
)
離
欲
す
る

こ
と

(
厭
分
)
(
d
)
離

欲

の
果

(
厭
果
分
)

で
は
こ
の
四
点

が
ど
の
よ
う
に
し
て
世
親

に
獲
得
さ
れ
た
か

と
言
え
ば
、
十

地
経
第

三
地
冒
頭

の
経
文

の
分
析
に
依

る
と
考

え
ら
れ
る
。

そ

の
第
三
地

冒
頭

の
経

文
と
は
第

二
地
に
あ
る
菩
薩
が
如
何
な
る
仕
方

で
第
三
地
に
入
る
か
を
説

く
も

の
で
あ
る
。

要
約
し
て
引
用

し
て
み
よ
う
。

「
第
二
菩
薩
地

で
深

心

(
f
s
d
l
a
k
f
)

が
よ
く
浄
め
ら
れ
た
菩

薩

は

十
種

の
心
意

の
作
意

(
s
d
l
k
f
j
s
l
d
k
f
)に
よ

つ
て
第

三
.地
に
入
る
。
十

と

は
す
な
わ
ち
、
(
1
)
清

浄
な
る
心
意

の
作
意
、
(
2
)
不
動
な
る

(
心
意

の
作
意

は
以

下
略
す
る
)
、
(
3
)
厭
離

せ
る

(
s
a
l
d
f
k
)
、
(
4
)

離
欲

せ

る

(
f
s
l
a
k
d
f
j
)
、
(
5
)

不

退

な
る
、
(
6
)
堅
固

な
る
、
(
7
)
明
燃

た
る
、
(
8
)
厭
足

せ
る
、
(
9
)
勝
妙
な
る
、
(
1
0
)

偉
大

な
る
心
意

の
作
意

で
あ
る
。
」

こ
の
経
文
の
十
句

が
テ
ー

マ
と
な
つ
て
第
三
地
全
体
を
構
成
す
る
と

い
う
の

が
世
親

の
視
点

で
あ

る
。

こ

の
場
合
、

十
句
は
先

の
四
点

の
う
ち
ど

こ
に
包
含

さ
れ
る
か
と
言

え
ば
、
(
a
)
に
相

当
す
る

と
世
親
は
言
う
。

し
か
し
他

の
三
点
と

無
関
係
で
は
な

い
。
紙
数

の
関
係
上
詳
説

で
き
な

い
が
、

四
点

と
十
句

の
関
係

を
表
示
す
れ
ば
次

の
様

に
な
ろ
う
。

(
a
)
-
(
1
)
(
2
)
 

(
b
)

-
(
3
)
(
4
)
(
5
)
(
6
)
 

(
c
)
-
(
7
)
(
8
)
 

(
d
)
-
(
9
)
(
1
0
)

こ
の
菩
薩
第
三
地

の
問
題
は
第
二
地

で
十
善
業
道
に

よ

く

耐

え

た

菩

提

心

(
(
a
)
-
(
1
)
(
2
)
)

の
上
に
見

い
出

さ
れ
た
欲
に
沈
む
衆

生
と
い
う
新
し

い
課
題

で

あ
る
。

こ

で
言
う

"
欲

に
沈

む
衆

生
"

と
は
菩
薩
自
身
を
含
め
た

一
切

の
衆

生
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

今
、

こ
の
問
題
を

わ
れ
わ
れ
は
(
b
)
群

に
よ

つ
て
考

え
て
み
よ
う
。

(
b
)
-
(
3
)
、
(
4
)
、
(
5
)
、
(
6
)

群

は
離
欲

の
行
を
意
味

し
、
経
文

で
言
え
ば
、

四
禅

四
無
色
定

に
入
る
前
ま

で
の
部
分

に
相
当
す
る
。

世
親

は
離
欲

の
行

に
三
種
あ

る
、

と
述

べ
て
い
る
。

(
イ
)
雑
染

よ
り
守

る
行
、
(
ロ
)小
乗

よ
り
守

る
行
、
(
ハ
)
方
便

を
摂
受
す
る
行

の
三

種

で
あ

る
。

こ
の
中
、
(
イ
)
の
意
味

は

一
切
有
為
法

の
無
常
と
自
他

の
常
住

で
な

い
こ
と
を

観
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
有
為

法
に
関
す
る
如
実
な
観

察

が

な

い

と

こ

ろ

に

苦
、

悲
、
悩
等

に

つ

ま
れ
、

貧
脂
脚
痴
の
火

に
焼
か
れ
る
と

い
う
雑
染

の
現
実

が
あ
ら
わ
れ
る
。

そ
れ
の
対
治

と
し
て
観

察

(
w
e
o
i
r
u
w
o
i
e
)

の
行

が
説

か

れ
る

の
で
あ

る
。

ま
た
こ
れ
は
十
句
で
言
え
ば
、
(
3
)
(
4
)

と
相
応
す

る
。

次
に
(
ロ
)
小
乗

よ
り
守
る
行
と
は
世
親
に
よ
れ
ば
、

「
有
為
よ
り

心

を
守

り
、

(
如
来

の
智
慧

の
)
二
種

の
偉
大
性
を
示
す
こ
と
に
よ

つ
て
如
来
の
智
慧

に
向

わ
し
め
有
情

に

つ
い
て

の
十
種

の
心

の
意
向

を
お

こ
し
、
彼

等
を
救

う
た
め
に

精
進
を
発
す
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
(
ロ
)
は
(
5
)
と
相
応
し
、
(
5
)
に
対
す
る
世

親

の
註
は

「
自
ら

の
乗

(
こ

で
は
大
乗
)

を
退

か

な

い

こ
と
」

と
あ

る
。

単

に

「
雑
染
よ
り
心
を
守

る
」

で
あ
れ
ば
、
別
に
大
乗
と
言
わ
な
く
と
も
、

釈
尊
在
世
か
ら
あ
る

こ
と

で
あ
る
。

だ
か
ら
、

こ

で
は
、

こ
の
よ
う
な
現
実

を
い
か
な
る
仕
方
で
解
決
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
個
人
的
な
解
決

の
道

も
考

え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
考

え
ら
れ
る

だ
け

で
あ

つ
て
現
実
に
は
在
り
得
な

い
。

で
は
、
先
ず
自
ら
が
解
決

し
て
、

そ
の
後
、

他
を
教
化
す
る
と

い
う
解

決
法
は
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可
能

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
も
成

立
し
な

い
。
前
者
が
空

虚

な

観

念
論

で
あ

れ

ば
、
後
者
は
僑
慢

な
理
想
論
に
過

ぎ
な
い
。

こ

に
第

三
地

の
菩
薩
の
実
践

上

の
困
難
な
、

破
り
難

い
壁
が
あ

る
と
言
え
る
。

こ
の
実
践

上
の
課
題
に
答

え
る

も

の
と
し
て

「如
来

の
智
慧

の
二
種

の
偉
大
性
」
が
説
か
れ

て
く
る
。

二
種

の

偉
大
性

と
は
、
功
徳

と
清
浄

と
で
あ
る
と
世
親
は
言
う
。

で
は
、

こ
れ
が

ど
う

し
て
先

に
言
う
菩
薩

の
課
題

の
答
え
と
言
え
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

ま
た
、

い
か

な
る
理
由

で
大
乗

の
行
と
言
え
る
か
、
更

に
ま
た
、

こ

渓
で
突
然
何
故
に
如
来

の
智
慧
が
説
か
れ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う

か
。

そ
れ
は
次

の
如
く
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

生
死

の
衆

生
で
あ
り

っ
渓
菩
提
心
と
関
係
す
る
と

い
う
菩
薩
の
在
り
方
そ

の
も

の

に
由

来

し

て

い

る
。
と

い
う

こ
と
は
菩
提
心
に
於

て
見
出

さ
れ
た
課
題
は
菩
提

心
に
よ

つ
て
解

決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が

つ
て
菩
提

心
と
い
う
相

を

と
つ
た
如
来
の
智
慧

こ
そ
が
問

題
と
な

つ
て
く
る
か
ら
で
あ

る
。

そ

の
消
息
を
経
典

は

「
彼

(
菩
薩
)

は
如
来

の
智
慧

の
不
思
議

な
る
性

を
普

く
眺
め

(
s
d
d
f
s
l
f
k
)」

と
表
現
し

て
い
る
。

が
、
何
処

に

眺

め

る

か

を
明
示
し
て
い
な

い
。

し
か
し
、

そ
れ
は
菩
提
心
に
於

て
で
あ

る
こ
と
は
疑

い

な
い
で
あ

ろ
う
。

そ

の
理
由

は
経
典

に

「
此
等

の
衆

生
を
私

は
救

わ
ん
」

と
い

う
願

の
表
現
が
あ
る
か
ら

で
あ

る
。

(
b
)
-
(
ロ
)
-
(
5
)

系
列

で
明
ら
か

に
な
つ
た

こ
と
は
(
b
)
-
(
イ
)
-
(
3
)
、
(
4
)

系
列

の
雑

染

の
現
実

の
共
同
を
自
覚

し
た
菩
提

心
が

そ
の
問
題

の
解
決
を

小
乗

と
い
う
在

り
方
や
外
教
的
在
り
方

(
-

菩
提

心
以
外

の
何
か
に
よ

つ
て
解
決

す
る
こ
と

-
)

を
超
え
離
れ

て
菩
提

心
自
身

に
よ

つ
て
な
そ
う

と
す
る

こ
と
で
あ
る
。

こ

の
事
を
経
典

は
次

の
様
に
述

べ
て
い
る
。

「
一
切
の
有
為

の
法
を
厭
離
し
、

一
切

の
衆
生
を
慰
念
し
、
 
一
切
智
者

の
智

を
讃
嘆
す

る
に
至
り
」

と
。

世
親
は
厭
離

(
f
l
s
d
k
f
)
、

慰
念

(
s
l
d
k
f
j
)
、

讃

嘆

(
f
s
d
l
f
)
は
雑

染
、

生
死
を
捨

て
な

い
こ
と
、

精
進

を
発
す

こ
と
の
因

で
あ

る

と
語

つ
て

い

る
。
そ
れ
は
、
菩
提
心
が
菩
薩

の

一
切
の
行
為

の
因

で
あ

る

こ

と

を
意

味

す

る
。

そ
こ
で
、
因

(
願
)

が
そ
れ
自
身

を
成
就
す
る
た
め
に
ど
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
か
。
そ
れ
が
(
b
)
-
(
ハ
)
-
(
6
)

の
系
列

で
あ
る
。

世
親
は
(
ハ
)
方
便
を
摂
す
る
行
に
三
種
あ

る
と
言
う
。
(
一
)究
寛

を
証

す

る

こ

と
、
(
二
)
究
寛

を
完
成
さ

せ
る
も

の
を
次

々
に
証
す
る
こ
と
、
日

究
寛

が
成
就

す

る
所
依

の
行
を
証
す
る

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
中
、

究
寛

と
は

世
親

に
依

れ

ば

「
無
蓋

の
智
慧
」

の
意
味

で
あ
る
。

ま
た
、
日

の
所
依

の
行
と
は

「聞

法
に
巧

み

と
な
る
こ
と
」
で
あ
る
。

ま
た
、

(
6
)
は
註
に
よ
れ
ば
、

「
自
地

(
こ
製
で
は
第

三
地
)

の
煩
悩

に

よ

つ

て
動
揺
し
な
い
こ
と
」

と
あ
る
。

経

文
と
照
合
す
る
と
こ

』
に
言
わ
れ
る
煩

悩

と
は
名
聞

・
利
養
等

の
自
己
関
心

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
(
b
)
-
(
ロ
)
-
(
6
)

系
列

は
次

の
様

な
意

味

を

も

つ
。
す

な

わ

ち
、

方
便

(
u
p
a
y
a
)

と
は
菩
提

心
が
菩
提
心
自
身
を
客
観
化
す
る

こ
と

で

あ

る
。
ま
た
、

こ
の
客
観
化
と

い
う

こ

と

が

「証
す
る

(
s
a
d
k
f
j
d
l
s
k
)

」

と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点

か
ら
の
み
教
説

・
言
葉

の
位
置
が
定
立
さ
れ

う

る
。
国

に

「
聞
法
に
巧
み
と
な

る
」

と
語

ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

言
説

・
名
義
と
し

て
客
観
化
す

る
こ
と
は
自
を
否
定
し
、
他
と

い
う
相
を
と

り

つ

自
を
保

つ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
別

の
言

葉

で
言

え

ば

「
荘
厳
」

と
い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

こ
の
方
便

と
い
う

こ
と
は
同
時

に

「
自
利

々
他
」

の
行
を
意
味
す
る
。

以
上

の
如
く
(
d
)
項
は
要
約
す
れ
ば
、

智
慧

・
慈
悲

・
方
便

の
大
乗
菩
薩
道
を

語

つ
て
い
る

の
で
あ
る
。

世
親

は
そ

れ
ら
三
者

の
内
的
関
係
を
菩
提
心

の
中

で

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

菩
薩
第
三
地

の
問
題

(
平

野
)
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